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静岡地学第70号(1994)

静岡県「こどもの国J(仮称)建設予定地
周辺の地形@地質

篠ヶ瀬卓二*

1 .はじめに

富士市勢子辻地先のおよそ 200haの土地に建設する静岡県「こどもの国Jについての基本的な計画

作成にあたり、平成4年4月以来(こどもの留を推進する市民懇話会(JII村哲朗座長)Jが16回にわ

たり協議した結果を、提言としてまとめた。そして、平成4年8月26日富士市内で関かれた「こども

の国基本計画策定委員会jの席で、鈴木清見富士市長を通じて提示された。

によれば、「こどもの国Jはf夢と感動と冒険のちび、つ子たちの楽園Jづくりをめざし

ている O

は、「こどもの国J建設予定地周辺の地形@地質について概査したので、ここに報告させていた

だく O 尚、野鳥の生息状態については、日本野鳥の会御殿場支部のの

は、富士市立大沼第二小学校教頭の渡辺俊先生に、動物に関しては、

佐野光男氏からご教示を受けた。

に、植物について

PTA 

調査地域の西端を富士市勢子辻集落、南端を赤潟J11上流の千賊]11沿いの地域、北端を林道境塚線、

東端を十里木カントリークラブゴルフ場境界までとした。

2. rこどもの盟j建設予定地周辺の地形について
みると、水系は放射状とい

えるが、微視的にみるならば、本地域は千賊JlIの水系に

すべて合まれ、水系パターンでいうならば、樹枝状ない

し羽毛状であるといえるO

千賊JI [は赤諮問の支流で、富士市桑崎で赤淵JlI本流と

分岐しているO 千賊]11の先端部から河口までは約22

km、沼]I[の合流点までは約 18k!TI、桑崎の分岐点までが

約9kmである O この水系は普段は水無しJ11で、この流域

ら飲料水にことかく地域である O

裾野市の黄瀬川上流の用沢]11と富士市の千賎JI[の分水

と

りークラブゴルフ

ているともいえる O

なっている O

この地域は、もともと千賎}I1

ント

なっ

に入る沢からは外れていて、地形の起伏も少なし

李主
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国l 本語査地域ぬ水系

2万5千分の一地形密使用、



本調査地域の起伏最国を作成してみた。

2万5千分の l地形図をもとに、一辺が250m正方形

(地図上では 1cm2)、つまり 62.500m2の正方形の中

の最高地点と最低地点の差をもとめ、起伏量を計算した。

をみると、調査地域では 250ll1平方内の起

伏差が50mを越えるところはほとんどない(愛鷹火

山の山麓が延び、ている十盟木カントリークラブ入口の

南のみ例外)。比較的平坦なところに建設が予定されて

いるといえる O 主要地方道路富士@裾野線の市の境界

あたりから、林道五ノ神線の入口にいたる辺りは大変

平坦で、自動車で通行しでも快適であるO

この地域においては、他地域にみられる溶岩洞穴@

溶岩樹型等の特別なものはみられない。しいて言うな

らば、溶岩原の舌状末端部がみられることや数個の溶

岩塚(ショーレンドーム〈独〉テュムラス〈英})がみ

られるが、保存を必要とするものではない。

3. rこどもの閤j建設予定地周辺の地欝について
(1) 本地域の地質概観

表 l 地質区分と分布状況

士宮

O 火山灰@

O 新富士火山噴出物
新期噴出物

(約2000年前)

(小Jf/ 1986作成)によるO 一部改変

0-)30思

陸罰 30-) 5 Om 
堅議題 50-)70盟

露悪霊 70-)90担

90-)110m 

110-)130m 

臨2 起伏量図

寓士市域の分布状況

新富士火山起源火山灰および意麿ローム

大淵丸火溶岩流(寄生火山)

※ 1，420土80y. B.P. (GAK…1942) 

1，750土70y. B. P. (JLS-70005) 

東臼塚溶岩流(寄生火山)

※宮地直道によれば、 4500~3000 年前にいれている

小天狗溶岩流(寄生火山)

日本ランド溶岩流

勢子辻溶岩流
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元村山溶岩流

大坂溶岩流

入山瀬溶岩流

砂沢(ずなざわ)

笹場溶岩流II
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調査地域の分布状況

調査地域にある

(調査地域にはない)

調査地域にある

調査地域にある

調査地域にある

調査地域にある

(調査地域にはない)

(調査地域にはない)

(調査地域にはない)

調査地域にある

(調査地域にはない)
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笹場溶岩流 I

曽比奈溶岩流上の扇状地堆積物

曽比奈溶岩流II

曽比奈溶岩流 I

大淵溶岩流

(調査地域にはない)

(調査地域にはない)

調査地域にある

調査地域にある

(調査地域にはない)

O 古富士火山噴出物
( 8万年""'-'1万5000年前)I 泥流上の扇状地堆積物

古富士火山溶岩流

火山砂擦層および泥流

O 愛鷹火山噴出物(数十万年前)
新期噴出物上部

(調査地域にはない)

(調査地域にはない)

(調査地域にはない)

部中

(裾野市黒岳山頂)

袴腰岳溶岩流(袴腰岳山頂)

位牌岳溶岩流(位牌岳山頂)

越前岳溶岩流(越前岳周辺)

(広範囲)

船津扇状地堆積物(春山]11流域)

(調査地域にはない)

(調査地域にはない)

(調査地域にはない)

調査地域東方にある

(調査地域にはない)

(調査地域にはない)

(調査地域にはない)

(調査地域にはない)

(調査地域にはない)

(調査地域にはない)

調査地域にある

(調査地域にはない)

下部

中部

中里窮状地堆積物(須津JlI流域)

綿轄子橋溶岩流(須津JI!流域)
大棚滝溶岩流(須津Jl!..赤淵]11流域)

カロウト沢溶岩流(須津}!!..赤淵111流域)

(広範囲)

(須津川流域)

!日期噴出物

。
下部

(2) 本地域の地質

本地域の地質を古いJI時こ

① 愛鷹火山i臼期噴出物

しく述べることにするO

は、 で、 している O あ

あるO

なすもので、 (1955)による

に入れられていたものであるが、

JI!賢之輔先生により愛鷹火山!日期噴出物@下部噴出物に置き換えられたものである O

裾野隷 CI日十里木街道)から南の千賊JI!までの愛鷹火山側に大岳溶岩流が分布している O

の噴火口をとりまく西の主峰(標高1，262m)である O 大岳溶岩流は、愛鷹火山の山

体の北西部に主に分布している O 林道富士愛鷹線の露頭では、大岳溶岩流のみが見られる O また、

賊]11の勢子辻によった沢にも、大岳溶岩流の黄褐色の凝灰角レキ岩がきれいに出ているO

② 愛鷹火山新期噴出物「中部の越前岳溶岩流j

本地域では、千賊}I!

として、

としてみられるO

1，504 m)の
。
る
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この溶岩流は、 山の山体がほぼできあ

カ旬、中央の陥没カルデラが生じる前に、中央

火口から噴出し、火口を中心に各方向に流れ

ったものと考えられているO 火山活動の規模

は小さかったので、噴出量は多くない。はじめ

に溶結凝灰岩を、続いて自破砕溶岩をともなう

粘性の低い溶岩流を噴出した。標識的露頭は、

越前岳~十里木の尾根。岩石は、捜輝石カンラ

ン石安山岩で、 2~lmm の斜長石のほか、輝

@カンラン石がまばらに入っているO

③ 新富士火山!日期前期噴出物「曽比奈溶岩流1J 

本地域では、わずかに

線の南の愛鷹火山山麓にレンズ状に分布しているO

新富士火山噴出物のうち 2番目のもので、

初に噴出した大淵溶岩流(基底溶岩流)

を受け、頂上から広い範囲に噴出した。

山南麓では、赤淵j[[沿いの間門~富士間以西の

匪詰自

騒~

N 

。 1 2 km 
a 

'~~~~~J..~ï~~.t 円会S〆Z、号，:'訴-HtGV-P2--4ん.z，m2Vt.ん'~~川・~.;-γ-aTh.43，e2 竺良・A:5ab s 15 g 

砂沢溶岩流 ~ 東臼壕溶岩流
曽比奈溶岩流E ~ 小天狗溶岩読

伝法沢までの丘陵地に広く分布。

(1968)の模式地は、大淵曽比奈地区で、近

くの大久保地区や桑崎の千減J[[沿いの地域にも

分布し、さらに、勢子辻地域までのところどこ

履援額 曾比奈 I E本ランド擦岩流

ろにレンズ状に分布するO

無斑品の溶岩で、比較的多くの溶岩塚がみられるO

④ 新富士火山!日期前期噴出物「曽比奈溶岩流IIJ

大岳滋岩流 勢子辻溶岩流

図3 rこどもの国j周辺の地質国

曽比奈溶岩流 Iに続いて噴出したもので、本地域では、民家のある内山町の勢子辻地域と十里木カ

ントリークラブ入口付近に分布している O (1968)では、砂沢(ずなぎわ)溶岩流とされて

いたもので、曽比奈溶岩流11の特徴をそなえている。

命名者津屋弘法の模式地は、大淵曽比奈地区北方で、鷹岡凡夫JI[上流の不動沢に沿った木和田窪(吉

原富士本中町)方面によくでている O 本溶岩の特徴は、 1Clll程度のひびわれを起こしやすく、

斑品が 6~7mm と大きいことである o (短冊状の斑品が、光にかざすときらきらするのも特徴であ

る。)輝石もあるがまばらである O

⑤ 新富士火山田期前期噴出物 f砂沢(ずなざわ)溶岩流j

関凡夫Jl[は、大淵穴原地区で分岐し、東の沢を不動沢、西の沢を砂沢と呼んでいて、砂沢

士周遊道路の方まで続いている O 砂沢溶岩流は、御殿場市の表富士周遊道路と砂沢が交差する辺りに

広くみちれるO

本地域では、 @裾野線の両サイドにわずかにみられ、一部林道板小屋線と林道境塚
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線交差点辺りにそれらしきものがあるが、上位の勢子

辻溶岩流と日本ランド溶岩流におおわれている O

本溶岩には、暗灰色の比較的大きな斜長石の斑品(5

mm程度)があるが、曽比奈溶岩流IIとは容易に区別

できる O

上記③@④@⑤の富士火山溶岩流は、新富士火山!日

期前期噴出物で、宮地車道 (1988) によると、 11000~

8000年前の活動で噴出したものと考えられている O

⑥ 新富士火山!日期後期噴出物「勢子辻溶岩流J

勢子辻溶岩流などの i任期後期噴出物は、 4500~3000

年前の活動によって噴出したものと考えられている O

命名者津屋弘遠の模式地は勢子辻で、酷似している

ガラン沢溶岩流と区別しているが、今回ははっきりし

ないので、勢子辻溶岩流として一括した。

この溶岩流は勢子辻付近から、

の鵜無ヶ淵まで分布し、主として曽比奈溶岩流をお

おって分布している O 特徴として、変質した紫色カン

国4 rこどもの国j周辺の地形図
2万5千分の l地形国使用)

ラン石がたくさん見られる(この溶岩流をおいてほかにない)0肉眼的には、 1mm程度以下のカンラ

と斜長石の斑品が胡麻塩状に見える O

本地域では、林道板小屋線にでているが目立たない。

⑦ 新富士火山田期後期噴出物「日本ランド

「こどもの国jの建設予定地の大部分を占めるのは、日本ランド溶岩流である O これま

山溶岩流と同じ山演噴火で、富士市域では主要地方道富士e裾野線で終わっている O 肉眼的な特徴は、

光沢のある 2~4mm の斜長石が目立ち、カンラン石は見られない。

⑧ 新富士火山新期噴出物「東臼塚(寄生火山)

1，545 mの寄生火山「東日塚jの溶岩流で、丸尾をつくっている O 宮地直道(1988)によれば、

IB期後期噴出物に区分されているが、火山灰がのっていない分布状態から、大淵丸尾の噴火時期に近

いと推定している O 津屋弘法(1968)によると、このあと述べる小天狗溶岩流より先に流れ下ったとさ

れているが、林道境塚線では、東臼探の溶岩流が小天狗溶岩流をおおっているのが確認できる O

本地域では、わずかに顔をのぞかせているO

この丸尾は、 は く、内部は 1~2m の岩板溶岩をつくる O そのため、

にある溶岩原には 1.000を越す見事な溶岩樹型群あるが、本地域には幸いかからなかった。肉眼で

は、 1~3mm の斜長石の斑品が見られ、がさがきした感じがする O

⑨ 新富士火山新期噴出物 f小天狗(寄生火山)

富士火山の宝永山の近くにある小天狗

丸尾のわずか訴に噴火したものと思われるO

1，710 mの寄生火山)からの噴出物で、

は、

19 
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に特徴があり、徹密で堅く、破断面は鋭利な感じがする O 東臼塚の溶岩流より古い。

⑬ 沖積堆積物@火山灰土

沖積堆積物は、本地域の千賊JlIに沿った平坦部にわずかに分布している。

火山灰土は、新富士火山田期噴出物上にはかなり厚く堆積している O 本地域の中心部では、火山灰

土が厚いため、溶岩流の分布を推定して記載しである O

この地域の火山灰について詳しく調査された増島淳先生(御殿場南高)の記載を参考にまとめると

図5のようになる O

4.まとめ

(1) 地形@地質的には大部分が新富士火山!日期噴

出物の日本ランド溶岩流の地帯で、とりたてて 仁二コ大淵スコけ 1700.......2000輔の中央火口噴出物

主要参考文献

1 .小川賢之輔 (1986): I富士市の自然Jおよび「富士市域自

2 .沢村孝之介 (1955): 7万5千分の l地質図「沼津図幅Jおよび同説明書、地質調査所.

3 .津屋弘法(1968): I富士山地質図J(5万分の 1)および「富士火山の地質J(英文)、地質調査所@

4.宮地夜道 (1988):新富士火山の活動史、地質学雑誌、第94巻第6号、日

保存を必要とするようなものは見当らない。

(2) 野鳥の専門家である御殿場市在住の高橋節蔵

先生に伺っても、特徴のある はいないとい

うことであるo (イカル@アオジ@ウグイス@セ

ンダイムシクイ@コノレリ@アカゲラ@コゲラ

の棲息地であることをご教示いただいた。)

(3) 動物としては、イノシシが fこどもの国jの

看板のあるあたりの地方主要道富士@裾野線を

よく横断し、シカの群れが林道富士@

ら富士@裾野線を横断するのをよく見かけると

の報告を大淵大久保在住の佐野光男氏からいた

だ、いている O

(4) 植物については、富士市立大瀧第二小学校の

渡辺俊教頭先生から保存を要する特別な種類、の

ものは無いとの

(5) 

をいただいた。

@裾野線北側に、明治35'"'-'38

年に実施された金原明善らによる植林の一部が

残っており、これらは保存されるべきものであ

るO

表土

丸火公園東側で20"'30cm

llll t"~"J.ll I大淵ダッシスコリア様寓500m以上に分布 碍代不許

掲急土壌を挟む。

lllllllllllll一問、

~ I赤と黒のスコ 1)ア擁高700m以上に分布
lllllllllllll--1 

. : ...~・穐・‘事.・・ h ・
'(l:.~三:・:・.・..-~...'.'.;・・司
;.~::ρ~:.: :.: '.: 

砂沢スコ 1)ア勢子辻7cm 十盟木30cm
御殿場方諸に多い。 2800年前より新しい?

大沢スコ 1)ア(ラピ1)) 頂上噴火浜松でも発見
大潟次郎長で50cm、勢子辻では、lOcm以下 2800年前
※直下土壌麓2880:t140Y. B. P (Gak-6340) 

‘ヲ・ ・一
IP--ふ~.~~;，~::(".
三?.tC4・.， 
，v、仏、"• 
11<・::，"'.，・0:
ソマ..~)~O'il~ ・!"/"!

vvvvvv カワゴ平パミス 伊豆の天域山のカワゴ平壌火口のもの
自く鵡蘇塩状に入っている。 lmm程度の粒。 2900年前

※火砕流中炭化木炭 2830土120Y. B. P (Gak-523) 
議下土壌藤3250:t70Y. B. P (TK -191) 

lllllllllllll 赤オコシスコリア溶岩のすぐよの火山灰調査地点、で1O"'20cm
I万年前

岩礎惜盤基
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し

間5 火山灰土の柱状図
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